
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１１月８日 １７時２５分頃 

発生場所 神奈川県横浜市八景島東方沖 

 横須賀港東防波堤北灯台から真方位０３５°１.４海里付近 

（概位 北緯３５°２０.９′ 東経１３９°４０.８′） 

事故の概要  漁船第一小護
しょうご

丸は、漂泊中、また、プレジャーボートYax
ヤシュ

 Naab
ナ ー ブ

 

Nina
ニ ー ナ

は、航行中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１１月２６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第一小護丸、４.９７トン 

   ＫＮ３－８４３０、個人所有 

Ｂ プレジャーボート Yax Naab Nina、５トン未満（長さ７.４７

ｍ） 

   ２７１－３１６９０神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に亀裂等 

Ｂ 船首部及び左舷船首部外縁に破損等 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.３ｍ 

日没時刻：１６時４０分頃、常用薄明の終わり：１７時０７分頃 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、あなご
．．．

筒延縄漁の目的で横浜

市柴漁港を出航し、八景島東方沖の漁場において船首を南に向けて、

船長Ａが主機操縦レバーを中立の位置とし、法定灯火を表示し、作業

灯１個を点灯して漂泊しながら操業を開始した。 

 Ａ船の乗組員は、操業を終えて船首部甲板上で操業の後片付けをし

た後、作業灯を消灯して船尾方を向いて操舵室の横を歩いていた。 

 船長Ａは、船尾部甲板上で操業の後片付けを終えて操舵室に入ろう

としたところ急に衝撃を受けたので、船首方を確認し、Ａ船の船首部

とＢ船とが衝突したことを認めた。（図１参照） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

（国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成） 

 

 船長Ａは、乗組員に怪我
け が

がないこと及びＡ船の損傷状況を確認した

後、１１８番通報した。 

 Ａ船は、自力で柴漁港に戻った。 

 船長Ａは、事故発生場所付近で漂泊しながら操業をしたことが何度

かあり、これまでは航行中の他船が漂泊中のＡ船を避けていた。ま

た、操業の後片付けを始める際、周囲に他船を見掛けなかったので、

後片付けに専念して周囲の見張りを行っていなかった。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、法定灯火を表示し、神奈川県横

須賀市沖の金田湾で船長Ｂが釣りを行った後、横浜市所在のマリーナ

に向けて手動操舵で帰航を開始した。 

船長Ｂは、本事故当時、操舵室の椅子に座って目視で船首方を一見

し、他船の灯火を認めなかったので、前路に航行の支障となる他の船

舶はいないと思って操船し、Ｂ船を北北西進させていた。 

Ｂ船が航行していた場所は、北の方向にコンテナヤード、製油所等

の港湾施設があって、夜間、付近にいる船舶の灯火が、後背地の明か

りの影響を受けて識別しにくい状況にある。 

船長Ｂは、Ｂ船を北北西進させていたところ、船首方のＡ船に気付

き主機の操縦レバーを中立としたものの間に合わず、Ｂ船とＡ船とが

衝突した。 

 船長Ｂは、船長Ａに声を掛けた後、１１８番通報し、Ｂ船の損傷状

況を確認した後自力でマリーナに戻った。 

 Ｂ船には、レーダーが装備されていなかった。 

分析 (1) Ａ船 



① 船長Ａは、Ａ船が漂泊して操業中、過去に航行中の他船がＡ

船を避けていたことから、本事故当時も同様に他船が避航動作

を行うものと臆断して、操業の後片付けに専念していたものと

考えられる。 

② 船長Ａは、操業の後片付けを始める際にＡ船の周囲に他船を

見掛けなかったことから、片付け作業中、周囲の見張りを行っ

ておらず、Ａ船に向けて接近するＢ船に気付かなかったものと

考えられる。 

③ ①及び②から、Ａ船は、船首を南方に向けて漂泊中、Ｂ船と

衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、本事故当時、目視で船首方を一見したのみで他船

の灯火を認めなかったことから、前路に航行の支障となる他の

船舶はいないと臆断したものと考えられる。 

② Ｂ船は、北北西進中、北の方向にある港湾施設等の明かりの

影響を受けていたことから、船首方で漂泊していたＡ船の灯火

が識別しにくい状況にあったものと考えられる。 

③ 船長Ｂは、②の状況において、衝突の直前までＡ船の存在に

気付かず、他船を視認した際に衝突を回避できる速力に減じて

いなかったことから、Ａ船に気付いて主機の操縦レバーを中立

としたものの、どうすることもできなかったものと考えられ

る。 

④ ①～③から、Ｂ船は、北北西進中、漂泊中のＡ船と衝突した

ものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が船首を南方に向けて漂泊中、Ｂ船が北北西

進中、船長Ａが、操業の後片付けに専念し、周囲の見張りを行ってい

なかったため、Ａ船に向けて接近するＢ船に気付かず、また、船長Ｂ

が、船首方にある港湾施設等の明かりの影響で漂泊していたＡ船の灯

火を識別しにくい状況下、衝突を回避できる速力に減じていなかった

ため、Ａ船を衝突直前に視認したものの避航動作が遅れ、両船が衝突

したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長及び小型漁船の船長は、常時適切な見張りを行う

こと。 

 ・小型船舶の船長は、夜間、薄明及び薄暮に出入港する場合、他の

船舶の灯火等が後背地の明かりの影響を受けて見えにくくなるこ

とがあるので、目視のみに頼らずレーダーの搭載があれば併用

し、また、他船の航行があることを想定して安全な速力での航行

を徹底すること。  


